
＜別紙様式＞ 

令和７年度 岐阜県地域学校協働活動事例報告書 
  
◆本部名等 

 
◆組織図                                         ◆推進員等人数 

 
◆推進員等（コーディネーター）の立場・活動 
 
 
 
 
 
 
 
◆活動の内容 ※放課後子ども教室を実施している場合は、活動内容により区分してください。 

内 容 実施 
実施場所 

主な内容 
授業内 授業外 地域 

①自然体験活動・地域課題解決型学習・郷土学習 〇 〇 〇 〇 総合、社会科、生活科等、地域に関わる学習 

②地域の行事、ボランティア活動への参画 〇  〇 〇 よなだオリエンテーリング 

③学校に対する協力活動（見守り、環境整備、授業支援など） 〇 〇 〇 〇 
あいさつ取組、読み聞かせ、雑草・樹木選定 
給食・掃除支援 

④学習支援活動 〇 〇   授業の学習支援 

⑤家庭教育支援活動 〇  〇  懇談会時の託児 

⑥スポーツ・部活動支援      

⑦その他（ 熱中症対策 ） 〇  〇  休み時間の遊びや活動の提供 

 
◆特色のある活動 

● （活動名） 夏の昼休みの居場所づくり （7月・9月） 

＜活動内容＞ 

暑さが厳しい7月・9月は熱中症対策のため外に出て遊べない日が多

くなる。そんな悩みを「よなだっ子サポーター」の方々に相談したところ、

子ども達が室内で楽しく過ごせる活動の提案があった。低学年は「かる

た」、高学年は「百人一首」、全校向けに「絵本の読み聞かせ」等、様々な

活動を多目的室で行い、子ども達はいつもとは違う昼休みをのびのび

と楽しむことができた。地域の方々との交流はたくさんの笑顔を生み出

す時間となり、学校と地域が手を取り合うことで、子ども達にまた一つ

素敵な「居場所」をつくることができた。 

＜効果や工夫＞ 
・安全に配慮しながら、子どもたちが充実した昼休みを過ごせる居場所
を確保でき、交流を通して、子どもたちの笑顔や安心感が増えた。 
・学年に応じた活動（かるた・百人一首・読み聞かせ）により、新しい遊び
や文化に触れる機会が広がった。 

・地域の方に褒めてもらう経験が増え、子どもたちの自己肯定感が高ま

った。 

・学校と地域が協力して課題を解決する好事例となり、今後の連携の基

盤づくりにつながった。 

 

市町村名 美濃加茂市 本部名 美濃加茂市立下米田小学校 地域学校協働本部 

活動学校名                 美濃加茂市立下米田小学校 

 有無 人数 

地域学校協働活動推進員 有 １ 

コーディネーター 有 １ 

学習支援員 無  

協働活動支援員 無  

協働活動サポーター 有 ７０ 

その他ボランティア 有 １０ 

担当課・係 
 美濃加茂市教育委員会 

学校教育課 

連 絡 先 (0574)２８－１１３７ 

学校側の支援ニーズの把握や地域側の環境資源の収集を行い、両者にとって無理のない形で協働が進むように
連絡・調整を行っている。また、ボランティア募集や人員の配置、役割分担の調整等、活動が持続できるよう関係者
同士の連携を支える働きも行っている。学校運営協議会委員も兼任している立場から、学校の教育目標に沿った地
域協働活動になるよう様々な立場の人達の意見を整理し、共通理解を図る等、学校と地域全体が元気になることを
目指し「学校を拠点」としたつなぎ役として重要な役割を担っている。 
 
 
 
 

                                                              

◆問い合わせ先 

学校運営協議会 

学習 

支援部 

環境 

支援部 

見守り 

支援部 

地域 PTA 

支援部 

よなだっこサポーター 

地域学校協働活動推進員 


